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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

新学習指導要領では，子どもの資質・能力の育成のため，「主体的・対話的で深い学び」

の実現を目指しています。このことを踏まえ，当センターでは，平成27年度から視点を変

えながら授業改善に関する研究に取り組んでいます。これまで，授業づくりの理念やヒン

ト集などを提案してきましたが，令和２年度からは二つのことに着目し，研究を進めるこ

ととしました。

一つ目は新学習指導要領「主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善」の一節です。知識及び技能を活用

したり，思考力，判断力，表現力等や学びに向かう力，人

間性等を発揮させたりして（以下本研究では「活用・発揮」

と表現する）思考することにより，「見方・考え方」が鍛え

られていくことに留意する旨の記述があります。

二つ目は秋田県教育委員会が発行している「学校教育の

指針」（図１）です。令和２年度，３年度とも，学校教育共

通実践課題の重点事項２の本文中に，習得した知識や技能

を活用できる力を育てることについての記述があります。

このように，国や本県では，授業において資質・能力の

活用・発揮を重視しています。

２ 研究のねらい

本研究は，授業において資質・能力の活用・発揮を重視する国や本県のねらいの具現化

に資するため，子どもが資質・能力を活用・発揮できる授業づくりに役立つアイディアを

提案することをねらいとしました。なお，授業づくりに役立つ情報全てをアイディアと捉

えました。

３ 研究の内容

研究は２年計画で行いました。１年次は，アイディアの開発，研修講座での受講者の体

験の様子や記述の分析，アイディアの改善及び追加など，当センターが主導で研究を推進

しました。

２年次は，改善及び追加したアイディアを再度研修講座で取り上げ，受講した教員の様

子や感想を可能な限り掲載した形で完成させました。同時に，講座を受講した教員からア

イディアを収集したり，アイディアを授業で実践した教員から聞き取り調査をしたりする

など，本県教員と共に研究を推進しました。そして，アイディアを閲覧できるウェブサイ

トを作成し，公開しました。

図１ 令和３年度

学校教育の指針



Ⅱ アイディアの作成方針

１ アイディアの作成方針

アイディアの作成方針は次のとおりです。

作成方針１：表紙には，校種，教科，単元（題材）又は領域等，アイディアに含まれる

要素，アイディアのねらいを明記すること

作成方針２：統一した様式ではなく教科の特質に応じて各教科で作成すること

作成方針３：教育センターの特色を生かすこと

・アイディアを体験した受講者の様子や感想を紹介

・可能な範囲で県内の教員のアイディアを紹介

２ 作成方針１の実際

(1) 表紙の実際

小学校理科の，あるアイディアの表紙を紹介します。作成方針１を踏まえ，校種，教

科，単元，要素，ねらいが明記されています（図２）。このアイディアでは，ねらいを，

「どのような資質・能力を活用・発揮して，どのようなことを行い，何を目指すのか」

という示し方をしていますが，教科によってねらいの示し方は異なります。

図２ 小学校理科のあるアイディアの表紙

校種 教科
アイディアに
含まれる要素

アイディアの
ねらい

単元



(2) アイディアに含まれる要素

提案するアイディアには，アイディアの特徴が分かるように，学習活動，教材研究，

教材・教具など，アイディアに含まれる要素を示すこととしました。学習活動について

は，活用・発揮する場面に着目して，更に細分化することとし，全部で８種類の要素を

考えました（図３）。

３ 作成方針２の実際

アイディアは統一した様式ではなく，教科の特質に応じて，各教科で作成しました。

音楽では提案する全ての

アイディアについて，前書

きとして，音楽における資

質・能力の活用・発揮の捉

え方を示し，その後に具体

的なアイディアを示すよう

にしています（図４）。こ

のことで，音楽という教科

の特質を踏まえた授業づく

りに役立つことを期待して

います。

中学校，高等学校保健体

育の，「創作ダンスの学習

に小学校の表現遊びを取り

図３ アイディアに含まれる８種類の要素

＜課題解決＞
課題解決の場面
で活用・発揮で
きる学習活動例

＜生活場面＞
生活の場面で活
用・発揮できる
学習活動例

＜他教科等＞
他教科等で活用・
発揮できる学習
活動例

＜次の学び＞
次の学びでの活
用・発揮に向け
た学習活動例

＜ＩＣＴ＞
活用・発揮でき
る授業における
ＩＣＴの活用例

＜手引き＞
活用・発揮でき
る授業構想に向
けた手引き例

学習活動

アイディア

＜教材研究＞
活用・発揮でき
る授業を構想す
る教材研究例

＜教材・教具＞
活用・発揮でき
る授業で提示す
る教材・教具例

アイディアの特徴
が分かるように

図４ 音楽における資質・能力の活用・発揮の捉え

【音楽】 アイディアの表紙の前に音楽における資質・能力の活用・発揮についての捉え方を示している。



入れるアイディア」では，表現遊びとして，新聞紙のまねをしている様子を吹き出し付き

の写真で示すことで，表現遊びをイメージしやすくしています（図５）。

そして，創作ダンスの単元の導入に表現遊びを取り入れ，遊びを通して身近な題材のイ

メージをストックしておき，その中からテーマにふさわしいと思われる動きを選んで作品

としてまとめる，という授業の構想を提案しています（図６）。

４ 作成方針３の実際

教育センターの特色を生かすために，研修

講座でアイディアを体験している受講者の様

子などを載せています。図画工作，美術では，

「切り抜きカード」や「すきまくん」という

教材・教具のアイディアを体験したときの，

受講者の作品を載せています（図７）。

高等学校家庭では，実際に授業でアイディ

アを実践した受講者がいたので，その授業の

学習指導案を示しています（図８）。

図５ 新聞紙のまねをする表現遊びの様子 図６ 提案する授業の構想

【中・高 保健体育】 創作ダンスの学習に小学校の表現遊びを取り入れるアイディア【中・高 保健体育】 創作ダンスの学習に小学校の表現遊びを取り入れるアイディア

引きずられる新聞紙のまね

ひっくり返される
新聞紙のまね

折りたたまれる新聞紙のまね

図７ 受講者の作品を紹介

切り抜いた画用紙をいろいろな場所や
物に当てて見ると，これまで気付かな
かった生活の中の色や形に気付く
ことができたよ。

小さな人形「すきまくん」をいろいろな
場所に置いて，面白い形やすてきな色を発
見。みんなに教えたいな。

＜講座の様子＞
冒険の相棒

「すきまくん」

「すきまくんのぼうけん」「生活の中の形や色」 教材・教具，

図８ アイディアを実践した受講者が作成した学習指導案



受講者が研修講座でアイディアを体験したときは，必ず感想をもらうようにしました。

感想については，体験した受講者の数に応じて，感想のコピーで示したり（図９），感想

を集計して円グラフで示したり（図10），文章を解析するソフトを用いて共起ネットワー

クで示したりするなど（図11），各教科で多様な示し方をしています。

図９ 受講者の感想のコピーを紹介

図10 受講者の感想を円グラフで紹介

図11 受講者の感想を共起ネットワークで紹介



一部の研修講座では，資質・能力の活用・発揮を目指した授業を構想したり，受講者の

これまでの実践について情報交換したりしました。そのときに出た受講者の考えや実践を，

可能な範囲で紹介しています。

例えば，研修講座で提案された「日本の資源とエネルギーに関する知識を活用して，将

来の電源のベストミックスを考えるアイディア」を，Ｎ中学校社会科のＫ先生が，授業で

実践したので，その様子を当センターでまとめました。この実践では，アイディアを体験

した生徒の振り返りを掲載しています。振り返りでは，理想が難しい現状であることに気

付いたり（図12），他者の多様な考えを知ることの面白さに気付いたり（図13）したこと

が読み取れます。このように，本研究で提案するアイディアは，児童生徒の考えの変容や

学習意欲の向上につながることも期待できそうです。

Ⅲ アイディアの開発

１ 他教科の視点を踏まえた改善

作成方針に基づき，アイディ

アを開発しましたが，その際，

二つのことに留意しました。

一つ目は「他教科の視点を踏

まえた改善」です。例えば，算

数のアイディアを他教科の視点

から検討する（図14）など，全

教科について検討会を開催し，

アイディアに汎用性をもたせる

ことに留意しました。

図12 理想が難しい現状であることへの気付き

図13 他者の多様な考えを知ることの面白さへの気付き

図14 算数のアイディアについての検討会

他教科の視点を踏まえた改善
算数のアイディア

保体

国語 英語

国語
美術 算数

数学

私ならこのアイディアを実践
するタイミングを明確にして
ほしいと思います。

では，単元の終末が
効果的であることを示
そうと思います。

・算数のアイディアを他教科の視点
から検討している様子
・このような検討会を全教科につい
て開催

理科

数学

社会

音楽 家庭

同感です。



２ 受講者の感想を踏まえた改善

二つ目は「受講者の感想を踏まえた改善」です。例えば，小学校理科の，「空気の性質

を活用して火災報知器の仕組みを考えるアイディア」では，令和２年度に，試験管を直火

で加熱すると，試験管内の空気が膨張して取り付けた風船が膨らみ，アルミニウム箔を押

し上げ電子オルゴールのスイッ

チが入る火災報知器のモデルを

開発しました（図15）。しかし，

研修講座で体験してもらったと

ころ，風船の膨らみ方が不安定

なため，成功率が50％であり，

「直火で加熱するのが少し怖い」

という感想が見られました。

そこで，令和３年度は，火を

使わずに成功率を上げることを

目指し，お湯で注射器を温める

と，注射器内の空気が膨張して

ピストンを押し上げ，電子オル

ゴールのスイッチが入る火災報

知器のモデルを開発しました

（図16）。研修講座で体験して

もらったところ，成功率が100

％であり，受講者14名の５段階

評価は全員５となりました。

Ⅳ アイディアを閲覧できるウェブサイト

１ ウェブサイトの実際

子どもが資質・能力を活用・

発揮できる授業づくりに役立つ

よう，アイディアを閲覧できる

ウェブサイトを作成しました。

当センタートップページの各

班のページから，「教科・研究

班」をクリックします（図17）。

図15 令和２年度に開発した火災報知器のモデル

受講者の感想を踏まえた改善
【Ｒ２ 小学校理科】 空気の性質を活用して火災報知器の仕組みを考えるアイディア

・風船の膨らみ方が
不安定であった。
・講座での成功率が
５０％であった。
・「直火で加熱する
のが少し怖い」と
いう感想があった。

試験管内の空気が膨張すると，

風船が膨らみ，アルミニウム箔を
押し上げ，電子オルゴールのス
イッチが入るモデル。

試験管
を加熱

図16 令和３年度に開発した火災報知器のモデル

・お湯で温めることで安全に
できるようになった。

・講座での成功率が１００％
であった。

・受講者１４名の５段階評価
は全員５であった。

【Ｒ３ 小学校理科】 空気の性質を活用して火災報知器の仕組みを考えるアイディア

注射器内の空気が膨張するとピストンが押し
上げられ，先端に取り付けたアルミニウム箔
が，電子オルゴールにつないだアルミ線に
触れると，音が鳴るモデル。

火を使わずに
成功率を上げ
るには・・・

受講者の感想を踏まえた改善

図17 当センタートップページ



次に，教科・研究班のページの「資質・能力の活用・発揮」をクリックします（図18）。

すると，アイディアを検索できるページが表示されます（図19）。教科別にアイディア

を探す場合は，探したい教科の画像をクリックすると，その教科のアイディアの一覧が表

示されるので，そこから探します。要素別にアイディアを探す場合は，探したい要素の画

像をクリックすると，その要素を含むアイディアの一覧が表示されるので，そこから探し

ます。複数の要素を含むアイディアについては，どの要素から検索しても閲覧できるよう

にしました。

図18 教科・研究班のページ

図19 アイディアを検索できるページ



Ⅴ 研究のまとめ

１ 研究の成果

(1) アイディアに対する受講者の５段階評価

本研究で提案するアイディアは167種類です。しかし，研究を推進した２年間はコロ

ナ禍のため，全てのアイディアを研修講座で体験してもらったわけではありません。そ

こで，今年度のアイディアが令和２年度よりも改善されていることを踏まえ，令和３年

度に研修講座で体験してもらうことができた52種類のアイディアについて，延べ832名

の受講者に，授業づくりに役立ちそうかどうか，５段階で評価してもらいました。各ア

イディアに対する評価の平均値を散布図で表すと，どのアイディアも評価の平均値が４

から５の間に位置しました（図20）。52種類のアイディアに対する評価の平均値は4.69

という結果であり，体験した受講者全員が５と回答したアイディアが９種類ありました。

これらのことから，受講者は，アイディアに対して有効性を感じていることが読み取れ

ます。

(2) 資質・能力の活用・発揮に対する受講者の意識

研修内容にアイディアを体験する演習等を取り入れた講座では，講座を通して資質・

能力の活用・発揮を授業づくりで意識するようになったかどうかについて，意識調査を

行いました。調査対象の受講者は154名です。その結果，77％の受講者が「強く意識す

図20 アイディアに対する受講者の５段階評価

提案するアイディアの総数： １６７種類

このアイディアは，子どもが資質・能力を活用・発揮できる授業づくりに役立ちそうですか。
５ 大変役立つ ４ 役立つ ３ どちらともいえない ２ あまり役立たない １ 役立たない

令和３年度に研修講座で体験してもらうことができた５２種類のアイディアに対する
受講者の評価 （Ｎ＝８３２）

０

１

２

３

４

５

平均 ： ４．６９
有効性を実感



るようになった」と回答し，23％の受講者が「意識するようになった」と回答しました。

全員が肯定的な回答をしたこととなり，冒頭に説明した研究の背景である，国や本県の

ねらいの具現化に資することにつながりました（図21）。

(3) アイディアをヒントに授業を構想して実践した例

Ｈ高等学校数学のＴ先生は，ある研修講座で提案された数学Ⅰの「データ分析に，ど

のようなデータが必要か探究します。」というアイディアをヒントに，授業を構想しま

した。そして，「英単語テストの点数や合格回数は，英語の定期テストなどと相関があ

るのだろうか。」という学習課題を設定し，相関係数について探究する授業を行いまし

た（図22）。

図21 資質・能力の活用・発揮に対する受講者の意識

講座を通して資質・能力の活用・発揮を授業づくりで意識するようになりましたか。
（Ｎ＝１５４）

⑤
強く意識するようになった

④
意識するようになった

③
どちらともいえない

②
あまり意識するようになっ
ていない

①
全く意識するようになって
いない

１１９人 ３５人 ０人 ０人 ０人

⑤

７７％

２３％

国や県のねらい
の具現化に資する

④

図22 研修講座で提案されたアイディアとＴ先生が構想したアイディア

データ分析に，どのよう
なデータが必要か探究し
ます。

高等学校第１学年「データの分析・課題学習」
目的に応じて複数の種類のデータを収集し，適切な統計量やグラフ，手法など

を選択し，コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフに
整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりして分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特徴を表現するアイディア

ねらい
既習の知識を利用して，より一般的な探究を行う。

＜高等学校アイディア６＞

高等学校数学 数学Ⅰ「データの分析・課題学習」 教材研究 手引き 1

英単語テストの点数や合格
回数は，英語の定期テストな
どと相関があるのだろうか。
アイディア６，13を下敷きにした実践例です。

高等学校第１学年「データの分析・課題学習」
目的に応じて複数の種類のデータを収集し，適切な統計量やグラフ，手法など

を選択し，コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフに
整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりして分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特徴を表現するアイディア

ねらい
既習の知識を利用して，より一般的な探究を行う。

＜高等学校アイディア１４＞Ｔ先生

高等学校数学 数学Ⅰ「データの分析・課題学習」 課題解決 生活場面 2



授業では，生徒はＡとＢ二

つのグループに分かれ，それ

ぞれ異なるデータについて，

１人１台端末を用いて相関係

数を求めました。次に，Ａと

Ｂ二つのグループが混合した

新たなグループを編成し，求

めた相関係数について議論す

ることで，データ分析につい

ての考えを深めました（図23）。

生徒32名の授業後の意識調査では，29名が授業に対して肯定的な回答をしており，中

には，データの分析を他の場面や自分の生活に生かそうとする意見がありました（図24）。

Ｔ先生にアイディアを実践した感想を聞いたところ，「いつもと違う感じで授業が進

んだので，楽しそうに授業に臨む生徒の様子が見られました。私自身初めてアイディア

に挑戦してみましたが，別の内容でまたチャレンジしたいと思います。」と話してくれ

ました。Ｔ先生は，生徒が資質・能力を活用・発揮できる授業づくりに対して，意欲が

高まったようです。

２ 今後に向けて

１人１台端末を利用したアイディアが少ないため，次年度以降少しずつ研究していきた

いと思います。また，アイディアの特徴を表す要素を表紙に記載しましたが，含まれる要

素全てを記載すると特徴が分かりにくくなるため，主な要素に絞って記載しました。その

ため，「このアイディアには別の要素も含まれるのではないか」，など，人によって要素の

捉えが異なる可能性があります。これについては，今後寄せられた意見を参考に改善して

いきたいと思います。

図23 授業の様子

Ａグループ

夏休み明け課題テストと英単語テストの成績につ
いて，１人１台端末を用いて相関係数を求めた。

Ｂグループ

定期考査の英語の成績と英単語テストの成績につ
いて，１人１台端末を用いて相関係数を求めた。

ＡグループとＢグループが混合した新た
なグループを編成して，求めた相関係数
について議論することで，データ分析に
ついての考えを深めた。

これらのテスト
の結果を分析
すると・・・

図24 データ分析を他の場面や自分の生活に生かそうとする意見



■国語のアイディア例



■国語のアイディア例



■社会のアイディア例



■社会のアイディア例



■算数，数学のアイディア例



■算数，数学のアイディア例



■理科のアイディア例



■理科のアイディア例



■理科のアイディア例



■生活のアイディア例



■生活のアイディア例



■音楽のアイディア例



■音楽のアイディア例



■図画工作，美術のアイディア例



■体育，保健体育のアイディア例



■体育，保健体育のアイディア例



■体育，保健体育のアイディア例



■体育，保健体育のアイディア例



■家庭，技術・家庭のアイディア例



■家庭，技術・家庭のアイディア例



■英語のアイディア例



■英語のアイディア例
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